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市
で
は
、
市
が
実
施
す
る
市
民
生
活
に
関
係
し
た
事
務
事
業
な
ど
を
、
一
定
の
基
準
や

視
点
に
沿
っ
て
客
観
的
に
評
価
し
、
そ
の
評
価
結
果
を
今
後
の
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る

手
段
と
し
て
、
行
政
評
価
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
特
別
重
点
事
業
の
評
価
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
「
特
別
重
点
事
業
」
と
は
、
市
が
毎
年
作
成
す
る
「
重
点
施
策
」
に
付
随
す
る
重
点
事

業
の
中
で
も
、
特
に
重
要
な
事
業
と
し
て
選
定
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
26
の
事
業
を
特
別
重
点
事
業
に
選
定
し
、
市
政
運
営
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
26
の
事
業
が
“
ど
う
い
っ
た

目
標
を
も
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
上

げ
た
の
か
”、
ま
た
は
“
ど
う
い
っ
た
課

題
が
発
見
さ
れ
、
ど
う
見
直
し
を
図
る
べ

き
な
の
か
”
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
完
了
後
の
市
長
面
談
及
び
行
政
評

価
委
員
会
に
よ
る
二
次
評
価
の
結
果
、
22

事
業
が
目
標
を
上
回
る
成
果
が
あ
っ
た

（
◎
）、
ま
た
は
目
標
を
達
成
し
た（
○
）

と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
目
標
を
達
成
し
な
か
っ
た（
△
）

と
判
定
さ
れ
た
事
業
は
、「
ご
み
分
別
の

徹
底
と
資
源
化
推
進
事
業
」、「
特
定
健
康

診
査
受
診
の
推
進
事
業
」、「
老
朽
化
上
水

道
施
設
更
新
事
業
」、「
常
勤
医
の
確
保
と

病
床
利
用
率
の
向
上
事
業
」
の
4
事
業
で

し
た
。

　

平
成
23
年
度
事
業
の
結
果
と
比
較
し
、

目
標
を
達
成
し
な
か
っ
た
事
業
が
増
え
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
が
（
＋
2
事
業
）、

こ
れ
ら
は
高
い
数
値
目
標
を
掲
げ
て
い
る

こ
と
に
起
因
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
次

評
価
で
一
次
評
価
判
定
が
下
が
っ
た
事
業

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
行
政
評
価
委
員

会
で
の
評
価
の
客
観
性
が
高
ま
っ
て
き
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
評
価
結
果
は
、
各
担
当
課
に

お
い
て
、
計
画
（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）、
実
施
（
Ｄ

Ｏ
）、
評
価
（
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
）、
改
善
（
Ａ

Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
）
と
い
う 

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
（
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
）

の
も
と
、
本
年
度
の
計
画
策
定
や
事
務
改

善
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

※
次
頁
以
降
に
、
平
成
24
年
度
特
別
重
点

事
業
二
次
評
価
結
果
の
概
要
を
掲
載
し

ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
表
現
の

簡
略
化
や
一
部
割
愛
を
施
し
て
あ
り
ま

す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
企
画
課
企
画
政
策
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city.tom

i.nagano.jp/

評
価
結
果
の
総
括

～「
行
政
評
価
制
度
」に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ
し
て
～

平
成
24
年
度
東
御
市
特
別
重
点
事
業

評
価
結
果
を
公
表
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課　

企
画
政
策
係

　

☎
64

－

５
８
９
３

行政評価制度の目的

○事務事業の効果性、効率性の向上と
　　　　　　　事務事業執行の改革・改善
　事務事業の評価をもとに課題を認識し、次の改革や
改善につなげていくことで、効果的・効率的な事業展開
を図ります。また同時に、常に見直しを図りながら事業
の進捗管理を行うことによって、総合計画を総体的に
推進します。

○市民への説明責任
　重点施策に付随する重点事業の中でも、特に重要
な事業＝特別重点事業の評価にあっては、その重要性
を踏まえ、目的や成果を明確化・指標化した評価の結
果を市民に公表し、透明で公正な行政運営を目指しま
す。

○職員の意識改革、政策形成能力の向上
　行政評価システムの導入によって、成果志向、目的意
識、コスト意識を向上させ、職員が常に市民満足度を高
めることを意図して職務遂行できるよう意識改革を図り
ます。また同時に、このシステムを継続的に運用するこ
とにより、職員の政策形成能力の向上を図ります。
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■
3.5
万
人
か
ら
４
万
人
が
暮
ら
す
元
気
な
ま
ち
づ
く
り 

特
別
重
点
事
業
名

成

果

目

標

（
ど
の
よ
う
な
効
果
を
得
た
い
の
か
）

達

成

状

況

評 

価

重
要
文
化
財
建
造
物
等
公
開
活

用
事
業（
海
野
宿
滞
在
型
交
流
施

設
）

◦
市
の
重
要
な
観
光
資
源
で
あ
る「
海
野
宿
」の
豊
か
な
文
化

遺
産
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、長
期
滞
在
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
都
市
圏
か
ら
近
い「
滞
在
型
交
流
施
設
」と
し
て

の
定
着
を
目
指
し
、よ
り
多
く
の
観
光
客
の
確
保
と
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
。

　

当
年
度
は
、工
事
発
注
と
管
理
運
営
者
の
決
定
を
目
指
す
。

◦
12
月
定
例
議
会
の
議
決
を
受
け
施
工
業
者
と
契
約
し
、25
年
1
月
9
日
に

工
事
着
手
と
な
っ
た
。

◦
運
営
者
に
つ
い
て
は
、地
元
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
指
定
管
理
者
募

集
要
項
等
に
基
づ
き
、3
月
1
日
か
ら
募
集
を
開
始
し
た
。平
成
25
年
5

月
中
に
は
候
補
者
を
選
定
し
、平
成
25
年
度
6
月
定
例
議
会
を
経
て
指
定

管
理
者
を
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

○

市
営
住
宅
の
整
備

（
日
向
が
丘
団
地
）

◦
入
居
者
が
生
活
し
や
す
く
、ま
た
隣
接
す
る
皆
さ
ん
に
も

悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
計
画
を
策
定
す
る
。

◦
関
係
区
へ
は
、事
業
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
説
明
会
を
開
催
し
事
業
の

理
解
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

◦
現
状
の
17
棟
、68
戸
を
10
棟
、51
戸
と
す
る
住
環
境
に
配
慮
し
た
基
本
計

画
を
策
定
し
た
。

○

空
き
家
バ
ン
ク
に
よ
る
住
宅
の
流

動
化
の
促
進

◦
登
録
物
件
及
び
成
約
件
数
の
推
進
に
よ
り
、空
き
家
等
物

件
の
流
動
化
を
促
進
し
、市
外
か
ら
の
定
住
者
を
増
加
さ

せ
る
。

◦
実
績
は
登
録
件
数
10
件
、契
約
件
数
5
件
で
、と
も
に
目
標
と
同
数
と
な
っ

た
。

○

都
市
計
画
に
基
づ
く
機
能
的
な
地

域
整
備
の
推
進（
都
市
計
画
施
設

の
見
直
し
）

◦
都
市
施
設
の
存
続
・
変
更
・
廃
止
に
つ
い
て
の
見
直
し
案
を
、

都
市
計
画
審
議
会
に
お
い
て
諮
り
決
定
す
る
。

◦
見
直
し
案
に
関
し
、都
市
計
画
変
更
の
法
定
手
続
き
に
入
る
こ
と
に
つ
い

て
、都
市
計
画
審
議
会
の
了
解
を
得
た
。

○

◎
…
「
目
標
を
上
回
る
成
果
が
あ
っ
た
」　
　
○
…
「
目
標
を
達
成
し
た
」　
　
△
…
「
目
標
を
達
成
し
な
か
っ
た
」
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■
安
心・安
全
、元
気
な
ま
ち
づ
く
り

特
別
重
点
事
業
名

成

果

目

標

（
ど
の
よ
う
な
効
果
を
得
た
い
の
か
）

達

成

状

況

評 

価

保
育
園
改
築
の
推
進

◦
滋
野
地
区
の
保
育
園
は
、年
度
内
に
園
舎
建
設
工
事
を
完

了
し
25
年
4
月
の
園
舎
開
園
を
目
指
す
。

◦
和
地
区
の
保
育
園
は
、24
年
度
中
に
設
計
提
案
を
決
定
し
、

用
地
取
得
、実
施
設
計
、造
成
工
事
の
完
成
を
目
指
す
。

◦
田
中
保
育
園
は
、建
設
予
定
地
の
土
地
所
有
者
と
の
用
地

交
渉
を
行
い
、用
地
条
件
が
整
い
次
第
、設
計
提
案
の
決
定

へ
と
進
め
る
。

◦
滋
野
地
区
保
育
園
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、平
成
25
年
3
月
15
日
に
竣
工

し
た
。

◦
和
地
区
保
育
園
は
、用
地
取
得
が
ほ
ぼ
完
了
し
、実
施
設
計
が
終
了
、造
成

工
事
は
平
成
25
年
6
月
に
終
了
予
定
で
あ
る
。

◦
田
中
保
育
園
は
、用
地
取
得
の
目
途
が
立
ち
、設
計
提
案
の
選
定
に
着
手

し
た
。

○

不
登
校
児
へ
の
き
め
細
や
か
な

対
応

◦
小
学
校
の
不
登
校
児
童
数
を
将
来
的
に
な
く
し
て
い
く
た

め
、す
べ
て
の
児
童
が
明
る
く
小
学
校
生
活
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
す
る
。

◦
中
学
校
で
は
、学
力
や
友
人
関
係
を
見
据
え
て
、新
１
年
生

の
不
登
校
生
徒
数
を
２
年
生
と
同
程
度
に
抑
え
る
と
と
も

に
、不
登
校
生
徒
の
復
帰
率
の
向
上
を
図
る
。

◦
平
成
24
年
度
の
不
登
校
者
割
合
は
、小
学
校
0
・
29
％
、中
学
校
3
・
19
％

で
あ
っ
た
。前
年
度
末
の
不
登
校
者
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
、0
・
38
％
、4
・

03
％
で
あ
り
、着
実
に
対
応
の
成
果
が
表
れ
て
い
る
。

○

権
利
擁
護
※

支
援
体
制
の
構
築

※
こ
こ
で
は
、
認
知
症
等
に
よ
り
物
事
を
判
断

す
る
能
力
が
十
分
で
な
い
方
の
権
利
を
守
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

◦
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
権
利
擁
護
を
必
要
と
す
る
住
民
に

対
し
、活
動
指
標(

手
段)
に
示
し
た
事
業
の
充
実
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、必
要
と
さ
れ
る
支
援
が
素
早
く
適
切
に
実
施

さ
れ
、社
会
的
な
不
利
益
な
ど
を
被
る
こ
と
な
く
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
と
す
る
。

◦
権
利
擁
護
の
年
間
相
談
実
人
数
は
、目
標
値
50
人
に
対
し
て
67
人
の
相
談

が
あ
り
、上
小
圏
域
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
困
難
ケ
ー
ス

は
10
件
で
あ
っ
た
。

◦
新
た
な
支
援
開
始
人
数
は
、目
標
値
15
人
に
対
し
て
9
人
が
申
し
立
て
及

び
支
援
開
始
と
な
っ
た
。

○

特
定
健
康
診
査
受
診
の
推
進

◦
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に
よ
り
保
健
指
導
対
象
者
を
的

確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、優
先
順
位
に
基
づ
い
た
適
切

な
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
で
市
民
の
健
康
長
寿
を
促
進
さ

せ
る
。

◦
特
定
健
診
の
受
診
率
は
42
・
0
％
で
あ
り
、目
標
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た

が
、昨
年
度
に
比
べ
2
・
8
％
増
加
し
た
。

◦
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
は
28
・
9
％
で
あ
り
、目
標
の
47
％
を
大
き
く

下
回
っ
た
。

△

常
勤
医
の
確
保
と
病
床
利
用
率
の

向
上

◦
内
科
医
、小
児
科
医
な
ど
の
常
勤
化（
２
名
）の
確
保
に
よ

り
、病
床
の
利
用
率
を
高
め
、健
全
な
経
営
を
実
施
す
る
。

◦
2
名
の
常
勤
医（
内
科
・
整
形
外
科
）採
用
と
な
る
が
、小
児
科
医
の
増
員

に
は
至
っ
て
い
な
い
た
め
、引
き
続
き
募
集
を
行
う
。

◦
病
床
利
用
率
は
平
成
24
年
度
末
時
点
で
71
・
3
％
で
あ
り
、目
標
を
達
成

す
る
に
は
至
ら
ず
、対
前
年
度
比
に
お
い
て
も
4
・
3
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ

た
。

△
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電
子
カ
ル
テ
の
運
用
と
地
域
医
療

連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の

構
築

◦
診
療
業
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、会
計
待
ち
時

間
の
短
縮
に
つ
な
げ
、市
民
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

◦
病
院
及
び
診
療
所
と
の
情
報
共
有
化
に
よ
り
、病
病
連
携

と
病
診
連
携
を
図
り
、診
療
の
適
正
化
を
図
る
。

◦
電
子
カ
ル
テ
の
運
用
に
よ
り
効
率
化
が
図
ら
れ
た
が
、「
医
師
入
力
」の
ス

ピ
ー
ド
化
と
簡
素
化
が
必
要
で
あ
る
。

◦
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
は
、平
成
25
年
2
月
に
加
盟
し

た
た
め
、今
後
は
診
療
所
の
加
入
促
進
が
必
要
で
あ
る
。

○

学
校
教
育
に
お
け
る
学
力
の
向
上

◦
標
準
学
力
検
査
結
果
を
指
標
と
し
て
学
年
、科
目
、分
野
ご

と
の
分
析
に
よ
る
指
導
改
善
に
よ
り
、小
学
校
、中
学
校
で

の
学
力
向
上
を
図
る
。

◦
特
に
算
数
・
数
学
に
重
点
を
置
い
て
小
中
連
携
の
効
果
を

上
げ
る
。

◦
標
準
学
力
検
査
ポ
イ
ン
ト
は
前
年
度
に
比
べ
、小
学
校
で
1
・
3
ポ
イ
ン
ト

の
減
、中
学
校
で
2
・
3
ポ
イ
ン
ト
の
増
で
あ
っ
た
。同
じ
く
算
数
・
数
学
に

つ
い
て
は
、小
学
校
で
0
・
4
ポ
イ
ン
ト
の
減
、中
学
校
で
2
・
6
ポ
イ
ン
ト

の
増
で
あ
っ
た
。速
効
性
は
な
い
が
、検
査
と
分
析
を
継
続
す
る
こ
と
で
成

果
が
表
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。ま
た
、教
師
の
指
導
力
の
向
上
に
は
直
結

し
て
い
る
。

○

新
し
い
図
書
館
づ
く
り
の
推
進

◦
住
民
す
べ
て
の
自
己
教
育
に
資
す
る
と
と
も
に
、住
民
が
情

報
を
入
手
し
、芸
術
や
文
学
を
鑑
賞
し
、地
域
文
化
の
創
造

に
加
わ
る
場
、ま
た
は
市
民
交
流
の
場
と
し
て
機
能
す
る

施
設
と
し
て
、基
本
的
な
運
営
方
針
を
定
め
て
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

◦
庁
舎
一
体
の
工
事
を
経
て
、予
定
ど
お
り
平
成
24
年
11
月
1
日
に
開
館
す

る
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、平
成
25
年
1
月
に
は
図
書
館
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
更
新
も
行
っ
た
。

◦
来
館
者
は
平
成
23
年
度
の
1
日
平
均
１
３
２
人
か
ら
平
均
約
６
０
０

人
と
約
4
・
55
倍
に
な
り
、学
習
や
研
究
目
的
の
長
時
間
滞
在
者
も
増
え

た
。貸
出
冊
数
も
平
成
23
年
度
の
1
日
平
均
６
２
９
冊
か
ら
、1
・
4
倍
の

８
９
８
冊
に
増
え
た
。

◎

幹
線
道
路
網
の
整
備
に
よ
る
ア
ク

セ
ス
の
向
上（
海
野
バ
イ
パ
ス
事

業
の
推
進
）

◦
西
海
野
地
区
に
お
い
て
総
延
長
約
６
５
０
ｍ
の
バ
イ
パ
ス

を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、安
全
・
快
適
な
道
路
交
通
を

確
保
し
、交
通
の
円
滑
化
及
び
生
活
環
境
の
向
上
を
図
る
。

◦
用
地
取
得
、移
転
補
償
に
つ
い
て
は
、目
標
値
5
件
を
上
回
る
7
件
を
達
成

し
た
が
、第
１
期
の
工
事
延
長
に
つ
い
て
は
、目
標
値
２
０
０
ｍ
に
対
し
、

１
８
９
ｍ
の
工
事
延
長
と
な
っ
た
。

○

幹
線
道
路
網
の
整
備
に
よ
る
ア
ク

セ
ス
の
向
上（
上
田
バ
イ
パ
ス
事

業
の
促
進
）

◦
国
・
地
元
対
策
協
議
会
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、地
元
区
と

協
議
を
重
ね
、バ
イ
パ
ス
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、安

全
・
快
適
な
道
路
交
通
を
確
保
し
、交
通
の
円
滑
化
及
び
生

活
環
境
の
向
上
を
図
る
。

◦
国
と
の
協
議
を
5
回
、対
策
協
議
会
と
の
協
議
を
4
回
、西
海
野
区
対
策

委
員
会
と
の
協
議
を
１
回
行
っ
た
。

◦
西
海
野
区
対
策
委
員
会
に
お
い
て
、懸
案
と
な
っ
て
い
た
上
田
バ
イ
パ
ス
と

国
道
18
号
現
道
と
の
接
続
方
法
に
つ
い
て
、基
本
的
な
方
針（
立
体
交
差
）

が
決
定
し
た
。

○
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ご
み
分
別
の
徹
底
と
資
源
化
推
進

事
業

◦
ご
み
の
分
別
を
徹
底
さ
せ
る
と
と
も
に
、市
内
の
一
般
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
量
を
削
減
し
、資
源
循
環
型

社
会
を
推
進
す
る
。

◦
統
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
を
見
据
え
、生
ご
み
処
理

関
連
施
設
等
検
討
委
員
会
を
組
織
化
す
る
。

◦
東
御
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
後
期
計
画
に
基
づ
く
、平
成
24
年
度

ご
み
減
量
化
目
標
４
７
０
０
ｔ
に
対
し
、実
績
は
４
９
７
３
ｔ
で
あ
り
目

標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。ま
た
昨
年
度
実
績
比
で
も
3
ポ
イ
ン
ト
の
増

加
と
な
っ
た
。

◦
東
御
市
ご
み
処
理
関
連
施
設
等
検
討
委
員
会
を
平
成
24
年
10
月
に
組
織

し
、生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
に
つ
い
て
先
進
地
事
例
の
視
察
と
検
討
を

行
っ
た
。

△

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
、太
陽

光
発
電・太
陽
熱
高
度
利
用・防
犯

灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

◦
太
陽
光
発
電
や
太
陽
熱
高
度
利
用
、防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
推
進
し
、地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の

排
出
抑
制
を
図
る
。

◦
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
の
申
請
は
２
１
８
件
、９
８
７

kw
で
、目
標
値
４
０
０
kw
を
上
回
っ
た
。ま
た
、平
成
12
年
度
か
ら
の
累
計

は
３
３
３
１
kw
に
な
り
、目
標
２
８
６
０
kw
を
上
回
っ
た
。

◦
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
の
申
請
は
5
件
で
、目
標

の
30
件
を
下
回
っ
た
。

◦
防
犯
灯
設
置
補
助
の
申
請
が
あ
っ
た
１
０
９
基
の
防
犯
灯
の
う
ち
、

１
０
７
基
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
で
あ
り
、目
標
の
１
０
０
基
を
上
回
っ
た
。

○

森
林・里
山
の
整
備

◦
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て
期
待
が
で
き
る
森
林
の
適
正

な
保
全
を
図
る
。

◦
当
年
度
は
、2
月
に
21
・
５
ha（
新
張
生
産
組
合
17
・
５
ha
、滋
野
財
産
区

４
・
０
ha
）の
間
伐
が
完
了
し
、目
標
の
21
・
５
ha
を
達
成
し
た
。

○

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

（
補
助
金
）

◦
浄
化
槽
整
備
区
域
水
洗
化
率
の
向
上

◦
合
併
浄
化
槽
区
域
の
水
洗
化
率（
外
国
人
含
む
）は
平
成
24
年
度
末
時
点

で
77
・
48
％
に
な
り
、目
標
の
77
・
3
％
を
上
回
っ
た
。

○

緊
急
雇
用
創
出
事
業

◦
失
業
者
・
未
就
職
者
の
短
期
的
な
就
業
機
会
を
提
供
す
る
。

◦
事
業
実
施
に
よ
り
失
業
者
・
未
就
職
者
29
人
を
新
規
雇
用
し
、目
標
の
28

人
を
上
回
っ
た
。

○

市
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

◦
国
防
災
基
本
計
画
及
び
県
地
域
防
災
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、市
に
即
し
た
計
画
内
容
と
す
る
。

◦
職
員
の
意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。

◦
防
災
会
議
及
び
庁
内
会
議
を
期
限
内
に
実
施
、完
了
し
、今
後
の
防
災
対

策
の
方
針
、活
動
な
ど
に
つ
い
て
更
新
し
た
。

○

老
朽
化
上
水
道
施
設
更
新
事
業

◦
安
定
し
た
水
の
供
給
を
図
る
。

◦
平
成
24
年
当
初
か
ら
準
備
を
進
め
、現
在
営
林
署
並
び
地
方
事
務
所
担

当
部
局
と
許
可
申
請
を
進
達
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。布
設
替
工
事
に
つ

い
て
は
湯
の
丸
区
と
再
度
協
議
を
進
め
た
結
果
、平
成
25
年
の
シ
ー
ズ
ン

オ
フ
に
工
事
を
進
め
て
ほ
し
い
と
の
要
望
か
ら
、着
手
時
期
を
平
成
25
年

5
月
連
休
直
後
に
調
整
し
た
た
め
、年
度
内
の
着
工
、竣
工
に
至
ら
な
か
っ

た
。

△
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■
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

特
別
重
点
事
業
名

成

果

目

標

（
ど
の
よ
う
な
効
果
を
得
た
い
の
か
）

達

成

状

況

評 

価

健
全
財
政
運
営
の
堅
持

◦
財
政
健
全
化
の
堅
持
、改
善

◦
平
成
23
年
度
決
算
数
値
に
お
け
る
財
政
健
全
化
４
指
標
は
、国
の
基
準
を

下
回
っ
た（
実
質
公
債
費
比
率
9
・
7
％
、将
来
負
担
比
率
39
・
8
％
）。

◦
新
地
方
公
会
計
制
度
財
務
書
類
４
表
は
、概
ね
目
安
の
平
均
値
に
収
ま
っ

た
。

○

舞
台
が
丘
公
共
施
設
整
備

◦
庁
舎
の
耐
震
化
と
設
備
改
修
及
び
新
図
書
館
建
設
に
よ

り
、防
災
拠
点
の
強
化
や
施
設
利
用
の
利
便
性
向
上
を
図

る
。

◦
市
役
所
庁
舎
は
、平
成
24
年
8
月
10
日
に
竣
工
し
た
。

◦
新
図
書
館
は
、平
成
24
月
9
月
10
日
に
竣
工
し
た

◦
テ
ラ
ス
の
補
強
に
つ
い
て
は
、平
成
25
年
3
月
に
完
了
し
た
。

○

中
央
公
民
館
改
修
計
画
の
推
進
と

公
民
館
運
営
、組
織
改
革
の
準
備

◦
中
央
公
民
館
の
改
修
計
画
の
策
定
及
び
実
施
設
計
の
実
施

◦
改
修
後
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
の
運
営
方
針
の
策
定

◦
組
織
の
改
革
計
画
素
案
の
策
定

◦
文
化
協
会
な
ど
の
利
用
者
協
議
、有
識
者
協
議
を
経
て
、設
計
を
完
了
し
、

平
成
24
年
12
月
議
会
で
予
算
化（
債
務
負
担
行
為
）、平
成
25
年
3
月
議

会
で
契
約
案
件
の
議
決
を
得
て
工
事
3
件
の
契
約
ま
で
至
っ
た
。

◦
公
民
館
運
営
の
あ
り
方
、生
涯
学
習
活
動
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
協
議
し

た
が
結
論
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

◦
組
織
改
革
に
つ
い
て
は
素
案
を
策
定
し
、一
部（
男
女
共
生
事
務
の
移
管
）

を
実
施
し
た
。

○

行
政
評
価
制
度
の
実
施

◦
効
果
的
で
効
率
的
な
行
政
運
営（
事
務
事
業
の
有
効
性
の

確
認
）

◦
市
民
へ
の
説
明
責
任（
情
報
提
供
）

◦
職
員
の
意
識
改
革（
政
策
形
成
能
力
の
向
上
）

◦
平
成
24
年
度
特
別
重
点
事
業
・
総
事
業
数
26
事
業
の
う
ち「
△
」評
価
が
4

事
業
あ
り
、成
果
目
標
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
が
、行
政
評
価
の
客
観
性
・

透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
の
第
三
者
視
点
の
導
入
や
、評
価
制
度
に
よ
る

職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
た
こ
と
に
対
す
る
有
益
性
を
勘
案
す
る
と
、制

度
そ
の
も
の
に
対
す
る
所
期
の
目
的
は
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

○

北
御
牧
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

議（
仮
称
）組
織
化

◦「
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
」の
組
織
化
に
よ
り
、自
主
・
自
立

に
よ
る
継
続
的
な
地
域
づ
く
り
を
可
能
と
す
る
。

◦
北
御
牧
地
域
審
議
会
に
設
置
さ
れ
た「
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
小
委
員

会
」は
4
回
開
催
さ
れ
、「
組
織
の
在
り
方
検
討
報
告
書
」を
ま
と
め
、審
議

会
へ
報
告
、承
認
と
な
っ
た
。こ
の
報
告
書
に
沿
っ
て
、区
長
会
を
通
じ
選
出

さ
れ
た
地
域
選
出
委
員
8
名
と
審
議
会
選
出
委
員
8
名
の
計
16
名
が
平

成
25
年
2
月
の
北
御
牧
地
区
地
域
審
議
会
で
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

平
成
25
年
3
月
7
日
に
第
1
回
地
域
組
織
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

○
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市
で
は
、
現
行
の
「
第
１
次
東
御
市
総
合
計
画
」
が
平
成
25
年
度
末
で
目
標
年
次
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
度
を
初
年
度
と
す
る
向
こ
う
10
年
間
の
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
、
新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
総
合
計
画
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、“
市
民
と
共
有
し
、
市
民
と
共
に
歩
む
ビ

ジ
ョ
ン
”
と
な
る
よ
う
、
市
民
参
画
の
も
と
、
市
民
と
行
政
が
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
っ

て
い
く
こ
と
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
こ
の
内
容
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
計
画
づ
く
り
の
進
み
具
合
や
内
容
な

ど
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

第
２
次
東
御
市
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
て

「
総
合
計
画
策
定
市
民
会
議
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

総
合
計
画
と
は
、
市
が
目
指
す
ま

ち
づ
く
り
や
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
福
祉
、
子
育
て
、
教
育
、
環
境
、

都
市
基
盤
、
産
業
な
ど
、
広
範
囲
な

市
民
生
活
に
か
か
わ
る
仕
事
を
計
画

的
、
効
率
的
に
行
う
た
め
、
向
こ
う

10
年
間
の
市
政
推
進
の
具
体
的
な
方

向
を
定
め
た
も
の
で
、
市
の
将
来
へ

の
道
し
る
べ
に
な
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
総
合
計
画
は
、「
基
本
構

想
」、「
基
本
計
画
」、「
実
施
計
画
」

の
３
層
で

構
成
さ
れ

ま
す
。

　

分
権
化
時
代
を
迎
え
た
今
日
で
は
、「
地

域
の
こ
と
は
地
域
に
住
む
住
民
が
責
任
を

も
っ
て
決
め
る
こ
と
の
で
き
る
活
気
に
満

ち
た
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
」
こ
と

が
何
よ
り
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
す
な
わ
ち
、
市
民
が
自
ら
ま
ち
づ

く
り
の
主
体
と
な
っ
て
、
市
民
と
行
政
が

共
に
提
案
し
あ
い
な
が
ら
個
性
豊
か
で
活

力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
を
図
っ
て

い
く
、「
市
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
」
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
外
な
り
ま
せ

ん
。

　

今
ま
で
の
総
合
計
画
は
行
政
が
主
体
と

な
っ
て
主
導
し
て
策
定
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
は
何
よ
り
も
市
民
・
行

政
が
、
共
に
こ
れ
ま
で
の
意
識
を
改
革
し

て
、
分
権
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
市
民
・

行
政
の
関
係
へ
と
成
長
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
魅
力
的
な
ま
ち
は
、
そ
こ

に
生
活
す
る
人
々
の
元
気
な
暮
ら
し
の
延

長
線
上
に
あ
り
ま
す
。
市
民
と
行
政
が
共

に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
希
望
あ

る
未
来
が
創
造
さ
れ
、
や
が
て
は
、〝
小

さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る
、
美
し
い
ふ
る

さ
と
東
御
市
〟
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
と
は
？

な
ぜ
、総
合
計
画
は

“
市
民
と
共
に
考
え
る
”

必
要
が
あ
る
の
か
？

第2次総合計画の計画期間

26 27 28 29 30 31 32 33 34 35
年度

基　本　構　想
目標とすべき将来都市像及びその実現のための基本方針

実施計画
施策実現の具体的手段

基　本　計　画
施策の体系及び具体的施策

前期基本計画５カ年
（26～30年度）

後期基本計画５カ年
（31～35年度）前期終了後に見直し

3カ年の計画でローリング方式により毎年策定

（2013年 6月）市報とうみ 8



　

市
で
は
、
新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
作

業
を
上
図
に
示
す
体
制
で
進
め
て
い
ま
す
。

　
〝
市
民
と
共
有
し
、共
に
目
標
に
向
か
っ

て
歩
ん
で
い
く
こ
と
の
で
き
る
計
画
〟
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、
広
く
市
民

意
見
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、「
総

合
計
画
策
定
市
民
会
議
」
の
開
催
の
ほ
か
、

「
ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
平
成

24
年
９
月
21
日
に
実
施
済
み
）、「
地
区
別

懇
談
会
」、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
の

実
施
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
会
議
は
、
参
加
す
る
皆
さ
ん
が
日

頃
か
ら
抱
い
て
い
る
〝
こ
ん
な
市
に
し
た

い
〟、〝
こ
ん
な
市
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
〟

と
い
う
理
想
の
市
の
姿
や
、
日
頃
感
じ
て

い
る
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
を
解
決
し
て
い

く
た
め
に
は
〝
何
が
必
要
で
、
ど
う
取
り

組
む
べ
き
な
の
か
〟
と
い
っ
た
こ
と
を
行

政
と
共
に
考
え
、
議
論
し
て
ま
と
め
、
市

長
へ
提
言
し
て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

４
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
全
体
会
議
を

皮
切
り
に
、
現
在
は
分
野
別
専
門
委
員
会

を
開
催
し
、
提
言
に
向
け
た
議
論
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
詳
細
に
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
新
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
、
市
民
が
参
画
す
る
総
合
計
画
策
定
市

民
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
計

画
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

報
告
書
」
や
「
基
礎
調
査
報
告
書
」、
さ

ら
に
は
「
第
一
次
総
合
計
画
・
後
期
計
画

中
間
検
証
結
果
報
告
書
」
な
ど
、
こ
れ
か

ら
の
東
御
市
づ
く
り
を
考
え
る
う
え
で
の

基
礎
資
料
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
参
考
に
、
皆

さ
ん
の
貴
重
な
ご
意

見
を
、
企
画
課
企
画

政
策
係
へ
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

☆
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city.tom

i.nagano.jp/

☆
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kikaku@
city.tom

i.nagano.jp

※
ご
意
見
は
、
電
子
メ
ー
ル
の
ほ
か
、
電

話
や
封
書
、
企
画
課
窓
口
で
も
お
受
け

し
ま
す
。

「
総
合
計
画
策
定
市
民
会
議
」の

役
割
と
は
？

第
２
次
総
合
計
画
策
定
の
体
制

第
２
次
総
合
計
画
策
定
に
向
け
、

皆
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課　

企
画
政
策
係

　

☎
64

－

５
８
９
３

市　　長
市　議　会

まちづくり審議会

総合計画策定市民会議
提　言

委員数77名

行政経営・防災

市民生活・環境

保健・医療・福祉

子育て・教育

産業・経済

都市基盤

庁内委員会（庁議）

庁内ワーキングチーム

事務局（企画課）

分
野
別
専
門
委
員
会

市職員（課長）
地区別懇談会（5地区）

パブリックコメント

まちづくり市民アンケート調査結果報告書（2,500人無作為抽出）、東御市基礎調査報告書

分析・把握

構想の提案、議決

諮問・答申

分析・把握

策定作業

第 2 次東御市総合計画　策定体制図
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市
で
は
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、平
成
23
年
度
に
「
東

御
市
男
女
共
同
参
画
推
進
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
に
基
づ
き
男
女
共
同
参
画
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
2
カ

月
に
1
回
の
連
載
で
、
基
本
計
画
の
う
ち
の
基
本
目
標
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
ま
す
。
5
回
目
に
な
る
今
回
は
、
基
本
目
標
5
「
女
性
の
社
会

参
画
の
促
進
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

男
で
あ
る
女
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
は
関
係
な
く
、
互
い
に
認
め

合
い
、
自
分
の
意
思
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
持
つ
個
性
と
能
力
を
発
揮
し

て
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
力

を
合
わ
せ
て
参
画
す
る
こ
と
の
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ

す
と
し
て
、「
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
」
が
平
成
11
年
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
10
年
以

上
が
経
過
し
、
国
や
地
方
公
共
団

体
、
企
業
な
ど
の
重
要
な
ポ
ス
ト

に
お
い
て
女
性
が
活
躍
す
る
場
面

が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
平
成
25
年
３
月
現
在
、
東

御
市
に
お
い
て
も
３
名
の
女
性
議

会
議
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
市

の
管
理
職
（
課
長
以
上
）
に
つ
い

て
も
平
成
24
年
度
で
は
女
性
は
３

名
で
10
・
0
％
の
割
合
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
７
小
中
学

校
の
う
ち
、
24
年
度
現
在
、
1
名

の
女
性
校
長
、
1
名
の
女
性
教
頭

が
在
職
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
目
標
５
「
女
性
の
社
会
参

画
の
促
進
」
で
は
、
市
や
そ
の
他

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
、

男
女
が
共
同
し
て
方
針
の
立
案
や

決
定
に
携
わ
れ
る
よ
う
、
女
性
の

社
会
参
画
を
促
進
し
ま
す
。

基
本
目
標
５

  

女
性
の
社
会
参
画
の
促
進

基本目標

1 両性の尊重と性差別の根絶

基本目標

5 女性の社会参画の促進

基本目標

2 男女共同参画を促進するた
めの制度の見直しと改善

基本目標

6 家庭生活と社会活動等が
両立するための支援

基本目標

3 学習会等の充実

基本目標

7 母性の保護と男女の健康の
維持

基本目標

4 家庭における理解と協力

基本目標

8 国際社会の動向の理解と
協調

進めよう男女共同参画
〜 一 人 ひ とり が 輝 い て　 　 　 　 　 暮 ら せ る ま ち を め ざ し て 〜
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市
民
意
識
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
市
で
は
、
女
性
が
主
体
的
に

社
会
参
画
を
す
る
う
え
で
、
子
育

て
や
介
護
な
ど
が
負
担
と
な
っ
て

い
る
実
態
や
、
女
性
を
受
け
入
れ

な
い
古
い
慣
習
や
社
会
制
度
が
存

在
す
る
現
状
を
認
識
し
た
う
え
で
、

健
全
で
豊
か
な
社
会
を
構
築
し
維

持
す
る
た
め
に
は
、
女
性
の
意
識

や
感
性
を
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
取
り

入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
女
性

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
※

の
支
援

を
充
実
さ
せ
、
よ
り
積
極
的
に
女

性
の
社
会
参
画
を
促
進
し
て
い
き

ま
す
。

※
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と

は
、
女
性
の
政
治
・
経
済
・
社

会
・
家
庭
な
ど
社
会
的
地
位
の

向
上
を
目
指
し
て
、
個
々
の
女

性
が
経
済
活
動
や
社
会
参
画
す

る
た
め
に
必
要
な
知
識
等
を
養

い
、
自
分
で
意
思
決
定
し
行
動

で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

人
権
同
和
政
策
課

　

男
女
共
同
参
画
係

　

☎
64

－

５
９
０
２

計
画
の
推
進

平成21年度実施
  市 民 意 識 調 査 で は

区役員やＰＴＡ役員に推薦されたら
どうしますか？

女性の管理職が少ないのはなぜ
だと思いますか？（３つまで回答）

問

問

　この問いについては、15.2％の方
が「推薦に応じる」と回答しています。
しかし、男女の内訳を見ると、男性の
23.3％に対し、女性は 8.9％にとどまり
ました。この結果を見ると、男性と女性
の参画意識の間にギャップが存在する
ことが分かります。

　この問いについては、「子育てで仕
事を中断する女性が多い」とする回
答が 64.6％となりました。次に上げ
た理由は「女性はだめだという慣習
や考え方があり、正しく評価されない」

（41.9％）、「能力がありながら親の
介護等で早く退職してしまう人がいる」

（35.3％）の順になっていますが、
このような意識は男性より女性のほう
が強いことが分かります。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体

男

女

15.2 43.7 26.9 10.2 4.1

23.3 39.9 21.8 9.8 5.2

8.9 46.5 30.7 10.5 3.3

推薦に応じる 分野によっては推薦に応じる 応じたくない
わからない 無回答

全体

男

女

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

子育てで仕事を中断する女性が多い

女性はだめだという慣習や
考え方があり、正しく評価されない

能力がありながら親の介護等で
早く退職してしまう人がいる

企業側の理解がない

本人が望まない

女性はあまり研修の機会が
与えられない

女性は仕事に対する厳しさが足りない

女性は管理職に向いていない

その他

無回答

64.6

41.9
36.2

46.3

35.3
30.2

39.2

33.5
38.2

29.8

21.8
26.7

18.0

20.5
21.3

12.3
14.7

10.5

8.4
9.5
7.6

3.5
4.3
2.9

3.6
3.7
3.6

19.8

58.9
69.0

課長
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皆さんの疑問にお答えします

けんしん質問箱 Q A&

　
「
健
診
」
は
、か
ら
だ
の
健
康
状
態
や
程
度
を
み
る
検
査
で
す
。

身
体
測
定
や
採
血
な
ど
に
よ
り
生
活
習
慣
病
の
傾
向
が
な
い
か

調
べ
、
そ
の
傾
向
が
あ
る
場
合
に
は

食
事
や
運
動
を
見
直
し
、
病
気
の
予

防
を
図
り
ま
す
。

　
「
検
診
」
は
、
特
定
の
病
気
に
か

か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
み
る
検
査

で
、
主
に
「
が
ん
検
診
」
を
意
味
し

ま
す
。
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け

る
こ
と
で
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

健
診
の
受
け
方
は
、
年
齢
と
ご
加
入
の
医
療
保
険
者
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
ご
加
入
の
医
療
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
お
持

ち
の
保
険
証
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
健
診
」
と
「
検
診
」
の

違
い
は
何
で
す
か
？

健
診
は
ど
こ
で

受
け
た
ら
い
い
の
？

Q -1

Q - 2

健診を受けられる場所
医療保険者

年　齢
東御市

（東御市国民健康保険） それ以外の医療保険者

19歳～39歳の方
または75歳以上の方

市内指定医療機関
※ご希望の方は健康保健課健
康増進係へご連絡ください。

市内指定医療機関
※ご希望の方は健康保健課健
康増進係へご連絡ください。

40歳～74歳の方
市内指定医療機関
※対象の方には、6月に特定健
診受診券が送付されます。

ご加入の医療保険者にお問い
合わせください。

市内指定医療機関については、次頁をご確認ください。

こ
こ
を
確
認

健 康 保 険
被保険者証

氏名　　　東御　太郎

生年月日　昭和 25 年 10月3日

………………………

保険者名称　　　　□□□□□□

平成○○年○月○日交付

保険証

「
け
ん
し
ん
」が

始
ま
る
わ
ね
。

も
ち
ろ
ん
、け
ん
し
ん

受
け
る
で
し
ょ
？

け
ん
し
ん
!?

も
ち
ろ
ん
、受
け
る
受
け
る
！

家
族
の
た
め
に
も

受
け
た
方
が
い
い
わ
よ
ね
。

え
？
け
ん
し
ん
⁉

よ
く
聞
く
け
ど
、「
健
診
」と

「
検
診
」っ
て
何
が
違
う
の
？

●問い合わせ先　　健康保健課　健康増進係　☎ 6 4 ‐ 8 8 8 3

☆₆月₃日発行市報お知らせ版 No.212の14頁もご確認ください。

（2013年 6月）市報とうみ 12



　

国
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
に
よ

り
、
大
腸
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
、

乳
が
ん
の
検
診
に
は
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
平
成
25
年
度
の
交
付
対

象
者
及
び
検
査
内
容
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。
ク
ー
ポ
ン
券
は
６
月
に
郵
送
さ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
に
配
布
さ
れ
た

ク
ー
ポ
ン
券
等
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
た

け
ど
、ど
ん
な
検
査
が
受
け
ら
れ
る
の
？

Q - 3
検診の種類

平成25年度無料
クーポン交付対象
年齢（平成26年4月1日
時点の満年齢）

検診場所 内　容

大腸がん検診 41歳、46歳、51歳、
56歳、61歳

市内
指定医療機関

便潜血反応
検査（2日法）

子宮頸がん
検診

21歳、26歳、31歳、
36歳、41歳

東御市民病院
（健康管理部）

子宮頸部
細胞診検査

乳がん検診 44歳、46歳、54歳、
56歳、64歳

東御市民病院
（健康管理部）

乳房エックス
線撮影

市内指定医療機関
医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

酒井医院 64－3170 ささき医院 64－3711
春原整形外科クリニック 64－6200 せき内科クリニック 64－7171
東御記念セントラルクリニック 62－1231 中島医院 67－2777
祢津診療所 62－0273 ほしやま内科 62－3115
みまき温泉診療所 61－6002 東御市民病院（健康管理部） 62－1763

新任・再任の教育委員及び
固定資産評価審査委員を

ご紹介します

東部子育て支援センターが新しくなります
6月7日㈮ 午前10時オープン

　平成25年市議会第１回定例会で議
会の同意を得て、５月に任期がスター
トした教育委員１名（新任）及び固定
資産評価審査委員（再任１名、新任２
名）をご紹介します。

　東部子育て支援センター（すくすくひろば）は、６月７日に旧市立図書
館へ移転します。
　新しいセンターの１階には床暖房を備えた開放感いっぱいのプレイルー
ムが広がり、子どもたちがのびのびと動き回れる空間を確保しました。２
階には相談室と小会議室を備え、育児の悩み相談や講座等を行えるように
しました。なお、移転に伴うセンターの電話番号の変更はありません。

固定資産評価審査委員

	 矢
や

羽
ば

　利
とし

忠
ただ
（西海野）再

固定資産評価審査委員

	 北
きた

沢
ざわ

　誠
せい

一
いち
（姫子沢）新

教育委員

	 小
こば

林
やし

　利
り

佳
か
（西宮）新

固定資産評価審査委員

	 土
つち

屋
や

　昭
あき

子
こ
（大石）新

　 東御清翔高校

東
御
消
防
署

中央公民館
勤労者会館
上下水道庁舎 増改築工事中！

国道18
号

数台のみ
ご利用可能です

旧上下水道庁舎

市役所本庁舎・図書館

※6月6日㈭までは
　旧商工会館1階で
　業務を行っています。

旧市立図書館

旧商工会館

東部人権啓発センター

6月7日㈮
オープン

×
●問い合わせ先
　東部子育て支援センター
　☎64－5814
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認
知
症
な
ど
に
よ
り
物
事
を
判
断

す
る
能
力
が
十
分
で
な
い
方
（
こ
こ

で
は
「
本
人
」
と
い
い
ま
す
）
に
つ
い
て
、

そ
の
権
利
を
守
る
援
助
者
（
成
年
後
見
人

等
）
を
家
庭
裁
判
所
が
選
び
、
本
人
を
法

律
的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

援
助
者
が
本
人
に
代
わ
り
、
お
金

の
管
理
や
介
護
・
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
契
約
等
を
行
い
ま
す
。

　

援
助
者
に
は
、
本
人
の
親
族
の
ほ

か
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
行
政
書

士
、
社
会
福
祉
士
等
の
専
門
職
の
方
が
選

ば
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

最
寄
り
の
家
庭
裁
判
所
で
手
続
き

を
行
い
ま
す
。
市
内
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
長
野
家
庭
裁
判
所
上
田
支
部
で
手

続
き
を
行
い
ま
す
。

　

制
度
を
利
用
す
る
た
め
の
申
立
て

が
で
き
る
方
は
、
本
人
、
配
偶
者
、

四
親
等
内
の
親
族
※

等
に
限
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他
に
、
市
長
が
申
し
立
て
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

制
度
に
関
す
る
疑
問
・
質
問
は
、

上
小
圏
域
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
、

ま
た
は
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係
へ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
四
親
等
内
の
親
族
と
は
、
主
に
次
に
掲
げ
る

方
で
す
。

　

◦
親
、
祖
父
母
、
子
、
孫
、
ひ
孫

　

◦
兄
弟
姉
妹
、
甥
、
姪

　

◦
お
じ
、
お
ば
、
い
と
こ

　

◦
配
偶
者
の
親
、
子
、
兄
弟
姉
妹

連載 【第 3 回】

　第 3回は成
せい

年
ねん

後
こう

見
けん

制
せい

度
ど

と上小圏域
成年後見支援センターの紹介です。

　最近、認知症のために判断能力が低下した高齢者に、必要のない住宅リフォーム契約を結ばせる悪質な事例が
多発しており、被害防止の観点から成年後見制度が注目されています。今回は、成年後見制度と相談場所につい
て紹介します。

成
年
後
見
制
度
と
は
、
ど
の
よ
う

な
制
度
で
す
か
？

Q -1

●
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

地
域
包
括
支
援
係

　

☎
64

－

５
０
０
０

上小圏域成年後見支援センター職員からのメッセージ

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
支
援
が

あ
り
ま
す
か
？

Q -2
誰
が
援
助
者
に
な
る
の
で
す
か
？

Q - 3
手
続
き
を
行
う
場
所
は
ど
こ
で
す

か
？

Q - 4

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、
も
っ

と
知
り
た
い
場
合
は
？

Q - 6
制
度
の
手
続
き
（
申
立
て
）
が
で

き
る
の
は
誰
で
す
か
？

Q - 5

　私たち、上小圏域成年後見支援センターでは、制度に関する相談、手続のサポート、
専門家の紹介などを行っています。「成年後見制度は分かりにくい」、「費用はどのく
らいかかるの？」といった疑問、質問にお答えさせていただきます。
　また、多くの方に制度を知っていただくため、地域での集まりやサークル活動な
どの場に出向き、制度の説明などをさせていただきます。
　電話のほか、窓口、訪問での相談も受け付けていますので、お気軽にお声かけ下さい。

上田市中央₃―₅―₁（上田市ふれあい福祉センター内）　☎₂₇―₂₀₉₁　FAX₂₇―₂₅₀₀
開所時間／月曜日～金曜日　午前₈時₃₀分～午後₅時₁₅分（祝日、₁₂/₂₉～₁/₃を除く）
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●問い合わせ先　教育課　学校教育係　☎64－5879

　
5
回
目
に
な
る
今
回
は
、
小
中
職
員
に

よ
る
企
画
作
業
部
会
の
活
動
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
小
中
一
貫
教
育
に
お
け
る

重
点
教
育
活
動
を
左
記
の
よ
う
に
定
め
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
具
体

化
す
る
た
め
に
、
小
中
職
員
に
よ
る
６
つ

の
部
会
を
設
け
ま
し
た
。
４
月
30
日
に
は

小
中
合
同
職
員
会
を
開
催
し
、
部
会
ご
と

に
別
れ
て
今
後
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
、
左
記
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。

　

次
回
の
合
同
職
員
会
は
、
７
月
30
日
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
、
各
教

職
員
は
児
童
・
生
徒
の
実
態
把
握
と
今
ま

で
実
施
し
て
き
た
教
育
活
動
の
評
価
を
行

い
、
こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
本
年

度
の
活
動
内
容
の
構
想
を
立
て
る
こ
と
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
に
よ
る

特
色
あ
る
教
育
活
動
の
推
進 

⑤

～「
確
か
な
学
力
」と「
自
立
を
め
ざ
す
心
と
力
」を
育
む
た
め
に
～

シリーズ

小中一貫 教 育への地 域の皆さんの声
　小中学校の交流によるコミュニ
ケーション力向上、特色ある授業で
の学力向上に期待しています。
　しかし、正直不安もあり、子ども
たちが安心して学校へ通うために
は、地域の皆さんの協力も必要か
と思います。

　八重原用水、ケアポートみまき
等の「歴史と文化」を学び、無か
ら有を生じてきた先人の生き様を
学び元気の出る授業を！
　また、地域の皆さんとともに「み
まき学」を学び地域に誇りを持ち、
将来市内外で活躍できる人づくり
を切望！

小
こ

宮
み

山
やま

瑞
みず

穂
ほ

さん
（本下之城）

竹
たけ

重
しげ

　和
かず

夫
お

さん
（羽毛山）

　
「
中
学
生
っ
て
す
ご
い
」
と
小
学
生
に

言
わ
れ
た
ら
、
今
こ
こ
に
い
る
中
学
生
は

誇
り
を
持
ち
、
一
層
活
躍
し
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。
小
中
一
貫
教
育
に
お
い
て

は
、
小
学
生
が
中
学
校
の
雰
囲
気
を
知
っ

た
り
、
感
じ
た
り
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
一
貫
教
育
元
年
で
あ
る
た

め
、
小
中
合
同
で
の
通
学
路
の
ゴ
ミ
拾
い

下
校
な
ど
を
、
ま
ず
は
教
員
の
目
線
か
ら

計
画
し
ま
し
た
。
２
月
に
は
児
童
会
と
生

徒
会
の
合
同
役
員
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
地

元
に
貢
献
で
き
る
よ
う

な
活
動
を
、
子
ど
も
の

目
線
で
考
え
合
え
る
よ

う
に
、
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。

【
児
童
生
徒
活
動
推
進
部
会
】

　

北
御
牧
中
学
校

　
　
　

荒あ
ら

井い

洋ひ
ろ

光み
つ

先
生
の
抱
負

重点教育活動の具体化に向けた
6 部会の活動

北御牧小中一貫教育　重点教育活動
①	5 年生からの一部教科担任制の実施及び運営
②	算数・数学でのコース別学習・TT学習（複数教員による
指導）の実施及び運営

③	中学校教員による6年生への模擬授業
④	CRT検査（絶対評価法に基づく標準学力検査）の分析に
基づく小中職員研修会の開催

⑤	異年齢交流やキャリア教育の推進
⑥	一貫教育推進委員会の開催及び支援体制の構築

【カリキュラム編成部会】
　9 年間の連続したカリキュラム編成（主に国語、理科、
英語活動・英語）

【特別支援教育部会】
　個に応じた支援の検討、個別支援計画作成、校内ユニバー
サルデザイン・教室環境の整備等

【児童生徒理解部会】
　いじめ・不登校問題の対応、生徒指導上の諸問題の情報
交換、健全育成に向けた生徒指導の推進

【キャリア教育部会】
　一貫教育推進コーディネーターとの連絡体制の構築、9年
間の指導計画立案、卒業後の就労状況・進路等の情報交換

【合同研究・研修部会】
　食育、健康教育を通した地域理解の推進

【児童生徒活動推進部会】
　児童・生徒合同によるゴミ拾い下校、挨拶運動、役員会
等の実施
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誕生日おめでとう！（6月生まれ）

赤
あか

尾
お

　竜
りゅうたろう

太朗くん（田中）
（１歳、H24. 6. 9 生）

平
ひら

澤
さわ

　悠
ゆう

太
た

くん（田中）
（１歳、H24. 6.15 生）

小
こば

林
やし

　駿
はや

斗
と

くん（田中）
（１歳、H24. 6.20 生）

松
まつ

井
い

　優
ゆ

依
い

ちゃん（西海野）
（１歳、H24. 6.23 生）

宮
みや

坂
さか

　惟
ゆい

希
の

ちゃん（睦）
（２歳、H23. 6. 7 生）

小
こば

林
やし

　悠
ゆう

佳
か

ちゃん（片羽）
（２歳、H23. 6.14 生）

篠
しの

原
はら

　蒼
そう

介
すけ

くん（西宮）
（２歳、H23. 6.16 生）

坂
さか

田
た

　秀
しゅう

くん（加沢）
（３歳、H22. 6. 5 生）

相
そう

馬
ま

　碧
み

太
ひろ

くん（常田）
（３歳、H22. 6.19 生）

和
わ

田
だ

　翔
しょうま

真くん（片羽）
（３歳、H22. 6.23 生）

（対象者 7月生まれの3歳まで）

　うどんとおイモが大好物♥音楽聞いて
ノリノリ♪超高速ハイハイ。竜ちゃんかわ
いいね！１歳おめでとう！

　１歳のお誕生日おめでとう！！手を振っ
たり拍手しながら、おしりで 360°回転
する姿がかわいいよ♥これからもたくま
しく育ってね。

　元気いっぱいやんちゃな駿斗、１歳の
お誕生日おめでとう♥ニコニコ笑顔でい
つもみんなを癒してくれるね。これから
の成長楽しみにしているよ。

　お誕生日おめでとう♥優依の笑顔は、
家族みんなの宝物。お兄ちゃんと仲良く、
元気に大きくなってね。

　ゆいちゃん２歳おめでとう♥歌ったり、
お喋りしたり、色んなことができるよう
になったね♪これからも元気いっぱい大
きくなってね☆

　２歳のお誕生日おめでとう♥悠佳の笑
顔に毎日癒されています。いっぱい食べ
て元気に育ってね♥

　そう２歳おめでとう♥！！やんちゃなが
らも、妹をとてもかわいがってくれる優
しいお兄ちゃん！いっぱい食べていっぱ
い遊んでこれからも元気に仲良く大きく
なってね♥

　♥しゅうくん☆お誕生日おめでとう♥
ひとりで色々な事が出来るようになって
すっかりお兄ちゃんだね！これからも、
弟と仲よく遊んで元気いっぱい！大きく
なってね！！

　碧太♥あっという間に３歳のお誕生日
♥おめでとう♥おもしろい事をしてみん
なを笑わせてくれる碧太♥いつもみんな
に笑顔をありがとう♥

　翔ちゃん、１歳のお誕生日おめでとう！
パパもママもお姉ちゃんもお兄ちゃんも翔
ちゃんの笑顔やしぐさ、全部がかわいくて
かわいくてたまりません。たくさん食べて
遊んで、優しく元気な男の子に育ってね♥

　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント50字程度を添えて、企画課広報担当までお送り
ください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。なお、紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承ください。
　締め切りは、6月11日（火）必着。なお、締め切りを過ぎたものについてはいかなる場合も受け付けられませんので、ご了承ください。

☆募集します！！☆
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今
算
数
で
は
、
体
積
の
学
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。
計
算
す
る
こ
と

も
多
い
け
れ
ど
、
箱
を
作
る
作
業

が
楽
し
い
で
す
。

　

休
み
時
間
に
な
る
と
、サ
ッ
カ
ー

や
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
で
遊
び
、

頭
の
疲
れ

を
回
復
し

て
い
ま
す
。

　

私
は
勉

強
よ
り
も

遊
び
の
方

に
夢
中
に

な
っ
て
い

る
の
で
、

も
う
少
し
勉
強
も
集
中
し
て
や
っ

た
方
が
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
は
と
て
も
楽
し
い
所
で
す
。

　

私
た
ち
３
年
生
は
２
泊
３
日
で

奈
良
、
京
都
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

朝
早
く
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
最

初
に
向
か
っ
た
場
所
は
奈
良
県
で

す
。
法
隆
寺
、
興
福
寺
、
国
宝
館
、

南
大
門
、
大
仏
殿
な
ど
多
く
の
見

学
場
所
を
回
り
ま
し
た
。
中
で
も

法
隆
寺
は
世
界
最
古
の
木
造
建
築

で
、
昔
の
建
物
が
こ
ん
な
に
も
長

く
立
っ
て
い
る
の
を
不
思
議
に
思

い
ま
し
た
。

　

次
の
日
は
京
都
市
内
を
タ
ク

シ
ー
に
乗
っ
て
見
学
し
ま
し
た
。

北
野
天
満
宮
に
行
っ
て
合
格
祈
願

を
し
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
ク
ラ
ス
別
見
学
で
、

８
組
は
伏
見
稲
荷
大
社
と
寺
田
屋

と
醍
醐
寺
に
行
き
ま
し
た
。
伏
見

稲
荷
大
社
で
は
集
合
写
真
を
撮
り

ま
し
た
。
ま
た
、
願
い
事
を
し
た

後
に
石
を
持
ち
上
げ
て
、
軽
く
感

じ
る
と
そ
の
願
い
が
叶
う
と
い
わ

れ
る
「
お
も
か
る
石
」
を
持
ち
上

げ
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

奈
良
、
京
都
で
過
ご
し
た
３
日

間
は
日
本
の
文
化
の
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
改
め
て
集
団
行

動
を
見
直
す
事
も
で
き
、
友
達
と

楽
し
く
過
ご
せ
て
良
い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
。

　

和
地
区
で
は
、
す
も
う
大
会
が

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
前

に
出
場
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

負
け
て
し
ま
い
大
泣
き
し
た
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。
大
会
を
見
に
行

く
と
、
地

域
の
人
に

「
出
な
よ
。

出
な
よ
。」

と
誘
わ
れ

ま
す
。

　

田
中
の

お
祭
り
で

は
、
毎
年

お
す
も
う
さ
ん
が
来
ま
す
。
三
歳

の
頃
に
泣
き
な
が
ら
写
真
を
と
っ

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
よ
い
思
い
出

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
す
も
う
は
、
こ
の

地
域
の
人
が
楽
し
ん
で
い
る
か
ら

今
後
も
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。 東

御
の
自
慢

和
小
学
校
五
年

斯し

波ば

　
未み

来き

学
校
で
の
私

和
小
学
校
五
年

田た

中な
か

　
向ひ

ま

り
日
葵

楽
し
か
っ
た
3
日
間

東
部
中
学
校
三
年

小こ

　み

　や
ま

宮
山
　
樹じ
ゅ

　り

　や

理
弥

　

今
年
度
の
和
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

一
年
生
３
名
、
二
年
生
７
名
、
三

年
生
16
名
の
総
勢
26
名
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

入
室
し
た
ば
か
り
の
３
人
の
女

の
子
は
、
人
数
の
多
さ
と
パ
ワ
ー

全
開
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
た

ち
に
驚
い
た
様
子
で
し
た
。
で
も

今
で
は
誰
と
で
も
仲
良
く
遊
び
、

学
年
を
越
え
て
生
活
す
る
ク
ラ
ブ

な
ら
で
は
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景

も
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
二
、三
年
生
は
、
や
さ
し

く
ク
ラ
ブ
で
の
き
ま
り
を
教
え
て

あ
げ
た
り
、
体
育
館
で
も
一
年
生

に
合
わ
せ
て
走
っ
た
り
ボ
ー
ル
投

げ
を
し
た
り
。
す
っ
か
り
先
輩
に

な
っ
た
成
長
ぶ
り
に
頼
も
し
さ
も

感
じ
ま
す
。

　

夏
休
み
に
な
る
と
、
年
１
回
の

お
楽
し
み
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
が

待
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
敷
地
続

き
に
あ
る
樹
木
園
で
は
、
水
鉄
砲

や
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び
、
せ
み
の
抜

け
殻
さ
が
し
と
楽
し
み
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。
そ
れ
も
こ
れ
も
、

近
く
に
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

自
然
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
遊

び
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
、
学
校
の
先
生
方
、
そ
し
て
地

域
の
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
頂
き

な
が
ら
、
思
い
や
り
の
あ
る
心
豊

か
な
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
よ
う
、

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

元
気
発
信
！
子
育
て
施
設

和
児
童
ク
ラ
ブ
の
話
題
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６
月
５
日
は
環
境
の
日
で
す
。

こ
れ
は
、
１
９
７
２
年
６
月
５
日

か
ら
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ

れ
た
「
国
連
人
間
環
境
会
議
」
を

記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
国
連
で
は
、
日
本
の
提
案
を

受
け
て
６
月
５
日
を
「
世
界
環
境

デ
ー
」
と
定
め
、
日
本
で
も
環
境

基
本
法
で
「
環
境
の
日
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
で
は
平
成
３
年
度

か
ら
６
月
の
１
カ
月
間
を
「
環
境

月
間
」
と
し
、
関
係
省
庁
や
地
方

公
共
団
体
な
ど
に
よ
り
全
国
で

様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
市

で
も
６
月
を
「
ま
ち
を
き
れ
い
に

す
る
月
間
」
と
し
、
市
内
の
美
化

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
「
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
月
間
」

の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
市

内
各
地
で
道
路
沿
い
・
河
川
等
の

雑
草
の
刈
り
払
い
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
雑
草
が
繁
茂
す
る

時
期
に
な
り
ま
す
が
、
雑
草
が
刈

り
取
ら
れ
て
す
っ
き
り
と
し
た
景

観
は
と
て
も
心
地
の
よ
い
も
の
で

す
。

　

さ
て
、
野
焼
き
が
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
る
中
で
、
刈
り
草
の
処
分

に
つ
い
て
疑
問
を
お
持
ち
の
方
が

多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
刈
り
草

は
燃
や
せ
る
ご
み
に
な
り
ま
す
。

指
定
の
袋
に
入
れ
て
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
す
、
ま
た
は
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
ち
込
む
こ

と
も
で
き
ま
す
が
、
畑
や
花
壇
の

堆
肥
と
し
て
土
に
戻
す
な
ど
、
環

境
に
配
慮
し
た
有
効
に
利
用
す
る

方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
推

進
す
る
た
め
、
月
間
中
に
ご
み
の

「
３
Ｒ
」
に
つ
い
て
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
３
Ｒ
」
と
は
、
次

の
３
つ
の
語
の
頭
文
字
を
と
っ
た

言
葉
で
す
。

①R
educe

　（
リ
デ
ュ
ー
ス
＝
発
生
抑
制
）

②R
euse

　（
リ
ユ
ー
ス
＝
繰
り
返
し
使
う
）

③R
ecycle

　（
リ
サ
イ
ク
ル
＝
再
生
利
用
）

　
「
３
Ｒ
」
を
実
践
す
る
こ
と
が

ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
身
の
ま
わ
り
の
中
か
ら

３
Ｒ
が
実
践
で
き
そ
う
な
も
の
を

見
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

刈
り
草
の
処
分
に
つ
い
て

ゴ
ミ
の
減
量
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

６
月
は

「
環
境
月
間
」
で
す

（環境省ホームページより）

「
３
Ｒ
」
の
中
で
最
も
重
要
な
の
は

「
リ
デ
ュ
ー
ス
＝
ご
み
の
発
生
抑
制
」
で
す

（
ハ
イ・ム
ー
ン『
漫
画
ゴ
ミ
ッ
ク「
廃
貴
物
」第
４
集
』日
報
、１
９
９
９
年
55
ペ
ー
ジ
）
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図
書
館
へ
行
こ
う

東
御
市
立
図
書
館　

☎
64

−

５
８
８
６

6
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス

【
カ
ラ
フ
ル
】 

　

ど
ん
よ
り
雲
の
梅
雨
時
だ
か
ら
こ
そ
、

明
る
い
「
色
」
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
♪

◦
14
ひ
き
の
せ
ん
た
く

◦
ま
ほ
う
の
え
の
ぐ い

わ
む
ら　

か
ず
お
：
作

童
心
社

林は
や
し　

　

明あ
き

子こ

：
作

福
音
館
書
店

　

新
た
に
始
め
た
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ

に
「
自
動
貸
出
機
」
が
あ
り
ま
す
。
１

階
に
１
台
、
３
階
に
は
２
台
。
貸
出
を

ご
自
分
で
処
理
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、

設
置
目
的
の
ひ
と
つ
に
「
読
者
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
保
護
」
が
あ
り
ま
す
。

　

お
客
様
に
ご
案
内
す
る
と
「
機
械
も

の
に
弱
い
私
に
は
無
理
か
も
」
と
言
い

つ
つ
も
、「
割
と
簡
単
ね
」、「
ま
と
め

て
出
来
る
か
ら
早
い
ね
」
と
ス
マ
ー
ト

に
貸
出
処
理
を
さ
れ
て
図
書
館
を
後
に

さ
れ
ま
し
た
。
小
中
学
生
は
素
早
く
マ

ス
タ
ー
。
も
ち
ろ
ん
カ
ウ
ン
タ
ー
で
も

貸
出
処
理
を
承
り
ま
す
が
、
お
す
す
め

し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
で
す
。

で
は
ま
た
次
号
で
。

日 月 火 水 木 金 土
1

2 ❸ 4 5 6 7 8
9 � 11 12 13 14 15
16 � 18 19 20 21 22
23 � 25 26 27 � 29
30

6月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

※開館時間	 火〜金／9:00〜18:30
	 土・日・祝日／9:00〜17:00

  

◆
新
着
本
案
内
◆

図
書
館
発

今
月
の
お
薦
め
本

名
作
を
文
庫
で

◆
一
般
書

◦
１
２
７
人
が
選
ん
だ
わ
た
し
の
好
き
な

育
児
書…

…
月
刊
ク
ー
ヨ
ン
編
集
部
：
編

◦
千
年
の
百
冊

　

あ
ら
す
じ
と
現
代
語
訳
で
よ
む
日
本
の

古
典
１
０
０
冊
ス
ー
パ
ー
ガ
イ
ド

…
…
…
鈴す

ず

木き　

健け
ん

一い
ち

：
編

◦
心
…
…
…
…
…
…
…
姜か

ん　
　

尚さ
ん

中じ
ゅ
ん

：
著

◦
眼
球
堂
の
殺
人
～The Book

～

…
…
…
周し

ゅ
う

木き　
　

律り
つ

：
著

◦
手
の
ひ
ら
の
砂
漠

…
…
…
唯ゆ

い

川か
わ　
　

恵け
い

：
著

◆
児
童
書

◦
尾
木
マ
マ
の
女
の
子
相
談
室
２

　

い
じ
め
・
ケ
ー
タ
イ
ト
ラ
ブ
ル
の
な
や

み
（
他
１
～
５
巻
ま
で
）

…
…
…
尾お

木ぎ　

直な
お

樹き

：
作

◦
ハ
ー
ナ
ン
と
ク
ー
ソ
ン

…
…
…
山や

ま

西に
し　

ゲ
ン
イ
チ
：
作

◦
ま
ゆ
と
う
り
ん
こ

…
…
…
降ふ

り

矢や　

な
な
：
絵

◦
ネ
コ
を
ひ
ろ
っ
た
リ
ー
ナ
と
ひ
ろ
わ
な

か
っ
た
わ
た
し

…
…
…
と
き　

あ
り
え
：
作

・
ゆ
け
！
ウ
チ
ロ
ボ
！

…
…
…
よ
し
な
が　

こ
う
た
く
：
絵

　

タ
イ
ト
ル
だ
け
は
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

名
作
、
学
校
の
読
書
感
想
文
の
課
題
と
し

て
慌
て
て
読
ん
だ
名
作
、
心
に
残
る
忘
れ

ら
れ
な
い
名
作
。
い
ろ
い
ろ
な
理
由
か
ら

図
書
館
で
、
名
作
を
手
に
取
ら
れ
る
利
用

者
の
方
が
い
ま
す
。
し
か
し
読
み
継
が
れ

て
い
る
名
作
は
、
図
書
館
で
は
古
く
な
っ
て

い
る
本
が
多
い
の
も
事
実
で
、
残
念
な
が

ら
貸
出
を
断
念
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　

近
年
、
文
庫
本
と
い
う
形
で
、
た
く
さ

ん
の
名
作
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
難
し

い
読
み
に
は
ふ
り
が
な
が
付
き
、
読
み
や

す
い
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
図
書
館
で
も
、
一
部
買
い
替
え
を

進
め
ま
し
た
の
で
、
新
刊
で
名
作
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
春
の
雪　

豊
穣
の
海
（
一
）

三み

島し
ま　

由ゆ

紀き

夫お

：
著

新
潮
文
庫

◦
異
邦
人カ

ミ
ュ
：
著　

窪く
ぼ

田た　

啓け
い

作さ
く

：
訳

新
潮
文
庫

館
長
の

つ
ぶ
や
き
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「
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で

お
い
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
！
」

こ
ん
に
ち
は
栄
養
士
で
す

堀
ほりかわ

川千
ち

尋
ひろ

 栄養士

　

６
月
は
食
育
月
間
で
す
。
生
涯
に
わ

た
っ
て
健
康
に
過
ご
す
た
め
の
「
食
育
」

で
す
が
、
食
べ
る
た
め
に
は
歯
と
口
の
健

康
を
保
つ
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
厚
生
省
（
現
・
厚

生
労
働
省
）
と
公
益
社
団
法
人
・
日
本

歯
科
医
師
会
が
平
成
元
年
に
提
唱
し
た

お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
は

歯
と
口
を
健
康
に
！

☆
レ
タ
ス
と
卵
の

す
ま
し
汁 �

●
材
料
（
６
人
分
）

　

レ
タ
ス................

３
０
０
ｇ

　

エ
ノ
キ
ダ
ケ..........

２
０
０
ｇ

　

だ
し
汁................

５
カ
ッ
プ

　

卵..............................

２
個

　

し
ょ
う
ゆ.............

大
さ
じ
１

　

塩.......................

小
さ
じ
１

●
作
り
方

①
レ
タ
ス
は
ザ
ク
切
り
、
エ
ノ
キ
ダ

ケ
は
３
㎝
ほ
ど
の
長
さ
に
切
る
。

②
鍋
に
だ
し
汁
を
入
れ
、
火
に
か
け
、

沸
騰
し
た
ら
レ
タ
ス
、
エ
ノ
キ
ダ

ケ
を
入
れ
２
～
３
分
煮
る
。

③
し
ょ
う
ゆ
、
塩
で
調
味
し
、
卵
を

と
き
ほ
ぐ
し
て
ま
わ
し
入
れ
る
。

「
８
０
２
０
（
ハ
チ
・
マ
ル
・
ニ
イ
・
マ

ル
）
運
動
」
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
は
、「
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
保
と
う
」
と
い
う
運
動
で
、「
生

涯
に
わ
た
っ
て
自
分
の
歯
で
食
べ
る
楽
し

み
を
味
わ
え
る
よ
う
に
」
と
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
歯
で
よ
く
噛か

ん
で
食
べ
る
こ
と

は
、
消
化
の
促
進
や
満
腹
中
枢
を
刺
激
す

る
こ
と
に
よ
る
食
べ
す
ぎ
の
防
止
、
脳
の

発
達
な
ど
の
効
用
を
生
み
ま
す
。
健
康
を

維
持
す
る
た
め
に
も
「
８
０
２
０
」
を
目

標
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

歯
を
失
う
２
つ
の
大
き
な
原
因
は
虫
歯

と
歯
周
病
で
す
。
特
に
歯
周
病
は
成
人
の

約
８
割
が
か
か
っ
て
、
子
ど
も
で
も
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
口
の
中
の
細
菌
が
繁

殖
す
る
と
歯
肉
炎
と
な
り
、
歯
ぐ
き
か
ら

出
血
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
段
階
で

歯
科
医
を
受
診
し
、
適
切
な
治
療
と
自
分

の
歯
に
合
っ
た
口
腔
ケ
ア
を
実
践
す
る
こ

と
で
改
善
で
き
ま
す
。

　

東
御
市
で
は
、
30
・
40
・
50
・
60
・
70

歳
に
な
る
方
に
歯
周
疾
患
健
診
を
勧
め
て

い
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
４
月
に
受
診
券

を
お
送
り
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
歯
が
痛
く
な
く
て
も
歯
科
医
を
受
診

し
、
歯
と
口
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
保
健
課　

健
康
増
進
係

　

☎
64

－

８
８
８
３

歯
周
疾
患
健
診
を受け

ま
し
ょ
う
！

●食でつくる
　心と体の健康

●おいしい食事・楽しい会話
●健康を意識した
　食の選択と食べ方

●歯と口の健康
食べることの土台は
歯と口です

☆
6
月
3
日
発
行
市
報
お
知
ら
せ
版
No.
２
１
２

の
19
頁
も
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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運
動
の
上
達
や
成
功
の
体
験
か
ら
得
ら

れ
る
「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い
う
、
運
動

に
対
す
る
自
信
や
自
分
に
対
す
る
自
信
の

こ
と
を
、「
運
動
有
能
感
」
と
呼
び
ま
す
。

運
動
有
能
感
は
、
幼
少
年
期
の
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
の
経
験
に
よ
っ
て
基
礎
が
つ
く
ら

れ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な

活
動
を
と
お
し
て
「
で
き
た
！
」、「
や
っ

た
！
」
と
い
っ
た
運
動
の
上
達
や
成
功
の

体
験
が
、
子
ど
も
の
運
動
有
能
感
の
形
成

に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　

運
動
有
能
感
を
高
め
る
と
、
か
ら
だ
を

動
か
す
こ
と
に
対
す
る
自
信
が
持
て
運
動

が
好
き
に
な
り
、
積
極
的
に
運
動
（
あ
そ

び
）
や
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、

自
信
を
持
っ
て
主
体
的
に
行
動
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
の

子
ど
も
に
対
し
て
も
、
運
動
有
能
感
を
高

め
て
あ
げ
る
こ
と
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

観
点
か
ら
も
と
て
も
大
切
な
こ
と
と
言
え

ま
す
。

　

現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
、「
ゲ
ー
ム
や

携
帯
型
ゲ
ー
ム
」
が
、
大
好
き
な
子
ど
も

【
運
動
有
能
感
を
高
め
る
】

わ
た
な
べ

し
ん  

や �

子
ど
も
の
元
気
な
育
ち
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い「
か
ら
だ
を

動
か
す
」こ
と
の
必
要
性
⑫

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
も
最
初
は

う
ま
く
で
き
ま
せ
ん
が
、
く
り
か
え
し

や
っ
て
い
る
う
ち
に
、上
手
に
相
手
（
敵
）

を
倒
し
た
り
、
ア
イ
テ
ム
を
獲
得
で
き
た

り
と
段
階
的
に
上
達
し
て
い
き
ま
す
。
自

分
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
実
感
で
き

る
の
で
、「
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い
！
」

と
思
い
、
さ
ら
に
ゲ
ー
ム
に
の
め
り
込
ん

で
い
き
ま
す
。

　

実
は
運
動
（
あ
そ
び
）
や
ス
ポ
ー
ツ
に

つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
運

動
（
あ
そ
び
）
や
ス
ポ
ー
ツ
も
楽
し
く
な

け
れ
ば
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
自
分
の
か
ら

だ
を
巧
み
に
動
か
し
、
こ
れ
ま
で
で
き
な

か
っ
た
動
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
遠

く
に
ボ
ー
ル
が
投
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
、
ま
た
速
く
正
確
な
ボ
ー
ル
が
蹴
れ
る

よ
う
に
な
る
な
ど
、
自
分
が
上
達
し
て
い

る
こ
と
が
実
感
で
き
れ
ば
、
子
ど
も
は
進

ん
で
か
ら
だ
を
動
か
し
た
り
、
運
動
し
た

り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
「
運
動
有
能
感
」
を
高
め
て
、
か
ら

だ
を
動
か
す
こ
と
が
「
楽
し
い
！
」
と
感

じ
ら
れ
る
経
験
を
た
く
さ
ん
積
み
重
ね
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
引
用
文
献
：
幼
児
の
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ

を
育
て
る
運
動
あ
そ
び
）

　

東
御
市
で
は
、
平
成
25
年
１
月
１
日
よ
り

住
民
票
の
写
し
等
の
第
三
者
交
付
に
係
る
本

人
通
知
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
導

入
は
、
県
下
で
２
番
目
で
す
。
個
人
の
権
利
を

守
る
う
え
で
大
事
な
制
度
で
す
。
全
国
で
は
、

埼
玉
県
の
全
市
町
村
が
平
成
22
年
６
月
１
日

か
ら
一
斉
に
導
入
し
た
の
が
最
初
で
す
。

　

さ
て
、
本
人
通
知
制
度
と
は
、「
第
三
者
が

住
民
票
等
を
不
正
に
得
る
こ
と｣

を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
住
民
票
や
戸
籍
謄
本

等
を
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た

と
き
、
前
も
っ
て
登
録
し
た
本
人
に
交
付
し
た

こ
と
を
郵
送
で
知
ら
せ
る
制
度
で
す
。
本
人
に

知
ら
せ
る
こ
と
で
、
不
正
に
請
求
さ
れ
た
場
合

の
早
期
発
見
や
抑
止
に
つ
な
が
り
、
個
人
の
大

切
な
権
利
が
守
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　

さ
て
、
ど
う
し
て
本
人
通
知
制
度
が
で
き

た
か
と
い
う
と
、
全
国
的
に
不
正
取
得
事
件
が

あ
っ
た
た
め
で
す
。行
政
書
士
な
ど
八
士
業（
弁

護
士
、司
法
書
士
、土
地
家
屋
調
査
士
、税
理
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、
弁
理
士
、
海
事
代
理
士
、

行
政
書
士
）
は
、
戸
籍
法
施
行
規
則
第
11
条

に
よ
り
、｢

職
務
上
請
求
書｣

と
い
う
用
紙
に

必
要
事
項
を
書
き
込
む
こ
と
で
、
他
人
の
住
民

票
や
戸
籍
謄
本
等
を
取
得
で
き
ま
す
。
全
国

で
は
、
こ
う
し
た
特
権
を
持
っ
た
人
達
の
一
部

に
よ
る
不
正
取
得
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
不
正
取
得
が

起
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、
第
三
者
の

戸
籍
を
欲
し
が
る
人
が
い
る
か
ら
で
す
。
例
え

ば
、
私
は
、
Ｓ
市
の
あ
る

四
つ
角
で
信
号
待
ち
を
し

て
い
ま
し
た
。
ふ
と
、
塀

を
見
た
ら
、
探
偵
社
の
ポ

ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
に
、
同
和
問
題
や
差
別
問
題
は
、

引
き
受
け
ま
せ
ん
と
い
う
文
章
が
読
め
ま
し

た
。
引
き
受
け
な
い
こ
と
は
大
事
で
す
が
、
そ

う
し
た
要
望
が
現
在
の
社
会
に
あ
る
こ
と
が

窺う
か
がえ

ま
す
。

　

結
婚
や
就
職
の
際
の
身
元
調
査
の
重
要
書

類
と
し
て
悪
用
さ
れ
、
差
別
調
査
と
結
び
つ
い

た
例
が
全
国
で
摘
発
さ
れ
ま
し
た
。
長
野
県
で

は
、
過
去
２
年
間
で
29
件
の
戸
籍
謄
本
不
正

取
得
事
件
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
怖
い
こ
と

は
、
不
正
取
得
さ
れ
た
本
人
が
、｢

自
覚
な
き

被
害
者｣

で
あ
る
こ
と
で
す
。
被
害
を
受
け
て

も
、実
態
さ
え
分
か
ら
な
い
こ
と
が
問
題
で
す
。

加
害
者
（
不
正
取
得
者
）
側
か
ら
か
、
行
政

の
窓
口
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
で
し
か
事
件
が
表
に

出
な
い
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
戸
籍
不
正
取
得
事
件
の
出
発

は
、
調
査
業
者
に
依
頼
す
る
組
織
や
個
人
で

す
。
と
く
に
、
土
地
取
得
時
に
差
別
調
査
を
依

頼
す
る
個
人
が
後
を
絶
た
な
い
現
実
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
根
強
い
差
別
意
識
を
持
ち
、
結

婚
差
別
の
手
段
と
し
て
差
別
調
査
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　

行
政
が
差
別
問
題
を
防
止
す
る
た
め
の
手

段
と
し
て
、
こ
の
た
び
、
登
録
型
の
本
人
通
知

制
度
を
本
市
に
も
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
敬
意

を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
本
人
通
知
制
度
が
有
効

に
働
く
た
め
に
、
登
録
制
度
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

（109）

本
人
通
知
制
度
の
導
入

わ
た
な
べ

ま
さ  

き

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

渡
辺

　正
喜
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〈広告欄〉

まるごと生活百科
6月の納税 

こちら119（東御消防署）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

（納期限 7 月 1 日）

◦市県民税（普通徴収）（１期）
・国民健康保険税（普通徴収）（１期）

＝４月の出動件数＝

●詳しくは東御消防署まで　☎62－ 0119

●問い合わせ先
　税務課　住民税係　☎62－1111（代表）

火災 2件 （9件）　　救急 92件 （389件）

住宅用火災警報器を設置しましょう!!

平成25年 4 月 平成24年 4 月
最高気温 26.0℃（18日） 28.6℃（28日）
最低気温 − 2.8℃（22日） − 5.3℃（ 8日）
平均気温 9.9℃ 10.3℃
平均湿度 60.4％ 68.0％
降 水 量 65.0㎜ 34.0㎜

税のワンポイントアドバイス
　東御市の住民税は他の市町村より高いと聞きま
すが、本当ですか？

　いいえ、東御市の住民税が高いということはあ
りません。住民税は、前年の所得に基づき計算さ

れ、所得の多少にかかわらず定額の均等割、所得に応
じてかかる所得割の合計額になります。税率は市民税
が６％、県民税が４％で基本的に全国一律です。

　住民税はどういった人に課税されるのですか？
　　

　住民税は原則として、１月１日に住所がある市
町村で、前年の所得が一定額以上ある方に課税さ

れます。したがって、今年度の東御市への住民税は、
１月１日以降に死亡又は転居した場合でも、１年分の
住民税を支払う義務は発生します。
　なお、死亡者の住民税の納税通知書は相続人の方へ
送付させていただきます。

　年度の途中で退職した場合、住民
税の支払いはどうなるのですか？

　会社に勤めている場合は、原則と
して６月から翌年５月までの 12 回

で、給与から天引きされ、会社が納めることになりま
す。退職した場合は、市役所から郵送される納税通知
書で納めていただくことになります。
　また、再就職された方は、改めて給与から天引きが
できますので、新たな会社の給与担当者に相談してく
ださい。

市内交通事故統計 　4月分
平成25年 4月30日現在

累計 前年比
件数 13 件 45 件 − 2件
傷者 13 名 55 名 − 11 名
死者 01 名 01 名 ＋ 1名

（2013年 6月）市報とうみ 22



〈広告欄〉

付
加
保
険
料
を
納
付
し
て
年
金
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

「
付
加
保
険
料
」
と
は

　

老
後
に
よ
り
多
く
の
年
金
を
受

け
た
い
と
考
え
て
い
る
方
の
た
め

に
、付
加
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料

（
平
成
25
年
度
は
１
万
５
０
４
０

円
）
に
、
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ

し
て
納
付
す
る
と
、
付
加
年
金
が

老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支

給
さ
れ
る
し
く
み
で
す
。

　

な
お
、
付
加
保
険
料
は
、
申
し

出
の
月
か
ら
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

納
付
す
る
付
加
保
険
料
の
額

　

付
加
保
険
料
の
額
は
１
カ
月

４
０
０
円
で
す
。

付
加
保
険
料
を
納
付
で
き
る
方

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

ま
た
は
任
意
加
入
被
保
険
者
の
方

で
す
。

　

た
だ
し
、
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
を
受
け
て

い
る
方
や
国
民
年
金
基
金
に
加
入

し
て
い
る
方
は
、
付
加
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
方
、農
業
者
年
金
の
加
入
者
は
、

必
ず
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

受
け
取
れ
る
付
加
年
金
額
は
？

　

な
お
、
付
加
年
金
は
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
権
を
得
た
月
の
翌
月

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
老
齢
基
礎

年
金
を
65
歳
よ
り
繰
上
げ
受
給
、

ま
た
は
66
歳
よ
り
後
に
繰
下
げ
受

給
す
る
場
合
に
は
、
付
加
年
金
額

も
老
齢
基
礎
年
金
の
減
額
率
・
増

額
率
に
応
じ
て
減
額
・
増
額
さ
れ

ま
す
。

　

付
加
保
険
料
の
納
付
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
下
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
ア
ド
バ
イ
ス

●
問
い
合
わ
せ
先

　

小
諸
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
６
７

－

22

－

１
０
８
０

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

　

☎
62

－

１
１
１
１
（
代
表
）

〈
事
例
〉

　

突
然
知
ら
な
い
業
者
か
ら
、「
注

文
を
受
け
た
健
康
食
品
が
準
備
で
き

た
の
で
代
引
き
で
送
る
」
と
電
話
が

あ
っ
た
。
注
文
し
た
覚
え
は
な
か
っ

た
の
で
び
っ
く
り
し
て
断
る
と
、「
注

文
を
受
け
た
と
き
の
録
音
も
あ
る
」、

「
裁
判
に
出
し
て
も
い
い
ん
だ
な
」

な
ど
、
と
て
も
強
引
な
口
調
で
言
わ

れ
、
こ
ち
ら
の
話
は
全
く
聞
い
て
も

ら
え
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
「
商
品

は
セ
ッ
ト
販
売
で
３
回
分
注
文
さ
れ

て
い
る
が
、
１
回
分
の
２
万
円
を
支

払
っ
て
く
れ
れ
ば
そ
の
後
の
契
約
は

取
り
消
す
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
裁

判
な
ど
こ
れ
以
上
面
倒
な
こ
と
に
巻

き
込
ま
れ
た
く
な
い
一
心
で
、
承
諾

し
て
し
ま
っ
た
。
翌
日
商
品
が
届
い

て
中
身
を
見
た
が
、
や
は
り
注
文
し

た
覚
え
は
全
く
な
い
。
返
金
し
て
ほ

し
い
。

　

心
配
な
場
合
は
、
市
民
課
生
活
環

境
係
、
ま
た
は
上
田
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、

市
民
課
生
活
環
境
係
に
、
火
・
水
・

金
（
祝
日
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
専
門
の
消
費
生

活
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

◦
注
文
し
た
覚
え
が
な
い
の
に
、「
注

文
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
と
言
わ

れ
て
健
康
食
品
を
送
り
つ
け
ら

れ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
中
で
、
最
近

「
注
文
し
た
と
き
の
録
音
が
あ

る
」、「
裁
判
に
出
す
」、
な
ど
と

脅
す
手
口
が
見
ら
れ
ま
す
。

・
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
恐
怖

心
や
関
わ
り
た
く
な
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
購
入
を
承
諾
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
一
方
的
に
「
商
品
を
送
る
」
な

ど
と
言
わ
れ
て
も
、
身
に
覚
え

が
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
り
ま

し
ょ
う
。
承
諾
し
て
い
な
い
の

に
商
品
を
送
り
つ
け
ら
れ
た
と

き
は
、
代
金
支
払
い
の
義
務
は

な
く
、
受
け
取
る
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
。

・
断
り
き
れ
ず
に
承
諾
し
商
品
が

届
い
て
し
ま
っ
て
も
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』

「
裁
判
に
出
す
」と
脅
す

　

健
康
食
品
送
り
つ
け
に
ご
注
意
！

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

生
活
環
境
係

　

☎
64

－

５
８
９
６

　

消
費
生
活
相
談
員
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
９
０

－

５
５
８
０

－

１
７
０
２

　

火
・
水
・
金
午
前
8
時
30
分

　

か
ら
午
後
5
時
ま
で

　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
27

－

８
５
１
７

回

答

（例） 10年間（120カ月）付加保険料を納付し、
 65歳から年金を受給する場合

納める付加
保険料額

受け取れる
付加年金額

400円×120カ月＝48,000円

200円×120※
=24,000円

200円×120※
=24,000円

200円×120※
=24,000円

65歳 66歳 67歳 68歳

（※納付した月数）

2年間、年金を受給すると納付した保険料と
同額、3年目以降は納付した金額より受給額
が多くなります。
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ートピックスー　地域の話題

　₄月23日、和地区新保育園建設に使われるカラマツの伐採
が進む東入区内の山林で、市立保育園の園児約400人を対象
とした現場見学会が開催されました。
　園児たちは、樹齢約80年のカラマツがチェーンソーで切り
倒され、その後ハーベスタという重機で枝や樹皮が取り除か
れて丸太になっていく一連の作業を見学し、「わー、すごい」
と歓声を上げていました。最後に、伐採作業を行う信州上小
森林組合から丸太の輪切りがプレゼントされ、園児たちは興
奮した様子で現場をあとにしました。

　宮
みや

下
した

輝
ひかる

さん（刀工名・宮下正
まさ

吉
よし

、上八重原）が、公益財団法人・日本
美術刀剣保存協会が主催する「平成25年度新作名刀展」の「短刀・小

こ

脇
わき

指
ざし

・剣」の部で努力賞と新人賞を受賞しました。宮下さんは、刀剣作家、
宮
みや

入
いり

法
のり

廣
ひろ

さん（上八重原）のもとで平成19年から修行を続け、昨年、文
化庁の刀剣製作の認可を受けて本格的に作刀を始めました。今回の受賞
作は、約半年間かけて初めて宮下さん自身で仕上げた短刀です。受賞報
告のため市役所を訪れた宮下さんは、「高温に熱した鉄をたたく『鍛

たん

錬
れん

』
の技術に未熟な部分があった」と語り、今後の課題を明確にしていました。

　₄月29日、松本平広域公園陸上競技場を発着とする₈区間
38.545㎞を舞台に第23回長野県市町村対抗駅伝競走大会が行わ
れ、東御市チームが₈位となり、悲願の初入賞を果たしました。
　東御市チームは、序盤に出遅れましたが尻上がりに順位を上
げ、最終₈区のランナーに襷

たすき

が渡った時点の順位は₉位でした。
₈区では、他チームと熾

し

烈
れつ

な入賞争いを繰り広げながらも、見
事₁つ順位を上げて₈位でフィニッシュし、ゴール地点は初入
賞を喜ぶ選手と関係者の歓喜に包まれました。

　₅月₉日、移動教室で「大田区休養村とうぶ」に滞在中の大田区立
清水窪小学校₆年生の児童18名が、肉牛を飼育・出荷する小田切牧場
（東入）で牛の世話を体験しました。
　児童たちは、同牧場の小

お

田
だ

切
ぎり

隆
たか

治
じ

社長による座学を受けた後、牛に
餌を与えたり、牛舎の掃除を手伝ったりしました。牛を初めて間近で
見た児童たちは、その大きさに驚き硬い表情を見せていましたが、徐々
に慣れてくると積極的に牛とのふれあいを楽しんでいました。
　和地区の農家が大田区の小学生の農業体験を受け入れる取り組みは
秋まで予定され、牛の世話のほか、時期に応じて田植えや稲刈り等の
体験も行われます。また、受け入れ農家の米が学校給食に提供される
など、徐々に交流の幅が広がっています。

市立保育園園児
新園舎建設に使うカラマツ伐採現場を見学

平成25年度新作名刀展で努力賞・新人賞受賞!!

第23回長野県市町村対抗駅伝競走大会
東御市チーム　悲願の初入賞！！

友好都市・東京都大田区の小学生
和地区の農家で農業体験

▲初入賞を喜ぶ選手と関係者

▲受賞報告のため市役所を訪れた宮下さん

▲仔牛の世話をする児童

▲丸太の輪切りのプレゼント
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ートピックスー　地域の話題

　₅月17日、和小学校の理科教材の中にあった野生絶滅種「ト
キ」の剥製が、長期間の展示に耐えうる修復を施されて学校に
戻され、児童や地元の方に披露されました。
　この剥製について、その由来が不明であったことから広く情
報提供を求めた結果、依

よ

田
だ

敏
とし

雄
お

さん（海善寺北）の父親らが、
大正₉年（今から93年前）に旧・和村井高（現・東上田区内）
の水田で投石により捕えたものであることが確認されました。
　お披露目会に訪れた依田さんは、全校児童を前にトキの剥製
にまつわる思い出話をし、最後に「このトキをかわいがっても
らい、大切にしてほしい」と語っていました。

　₄月20日、北御牧公民館で開催された分館長研修会の席
上で、平成24年度分館報コンクールの表彰が行われました。
　受賞分館は次のとおりです。

最優秀賞
　御牧原南部
優秀賞
　海善寺北、大石
入　賞
　片羽、県
　乙女平

　₅月11日、東御中央公園第₁・第₂体育館を会場に第10回
子どもフェスティバルが開催されました。今年は好天に恵ま

れず室内開催となりまし
たが、たくさんの親子連
れで会場はにぎわいまし
た。子どもたちは、普段
体験できない遊びや工作
に目を輝かせて取り組ん
でいました。

　今年₃月末で行政相談指導委員を退任された田
た

中
なか

透
とおる

さん
（東上田）が、₄年間の功績を認められ、総務大臣から感
謝状を受けました。贈呈式のため₅月₇日に市役所を訪れた

田中さんは、「相
談をしっかりと
聞くことで、相
談者の気持ちが
休まる」と₄年
間の経験を振り
返っていました。

　₅月19日、観音さまを道しるべに徒歩で湯の丸高原を目
指す「百体観音ふれあいウォーク」が開催されました。参加

者は急な山道に疲れ
た表情を見せながら
も、それぞれ異なっ
た趣をもつ観音さま
を一つひとつたどり、
新緑の湯の丸高原を
目指していました。

「トキ」の剥
はく

製
せい

　“お帰りなさい”
和小学校で修復お披露目会

平成24年度分館報コンクール表彰

会場いっぱいにあふれる笑顔
子どもフェスティバル開催

₄年間の功績に総務大臣から感謝状

観音さまに導かれて
新緑の湯の丸高原へ

で
き
ご
と
短
信

4
・
24
▼	

中
央
公
民
館
増
改
築
工
事

	

起
工
式

4
・
29
▼	

祢
津
東
町
歌
舞
伎
公
演

5
・
11
▼	

第
10
回
花
い
っ
ぱ
い
運
動

	

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

▲思い出話をする依田さん
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　トマトは西入区にある温室（約46アール）で栽培しています。通常、
植物は土に根を張りめぐらせて土の中の養分を吸収して成長しますが、こ
このトマトは土に植えられていません。ここでは、土の代わりにヤシ殻繊
維を敷き詰めたスポンジ状の培地にトマトを植え、その培地の中に培養液
（トマトの成長に必要な養分を水に溶かしたもの）を流して栽培していま
す。この方法は養分の管理が簡単であるほか、土に潜む病気や害虫の被害
を受けにくいため、効率的な生産を行うことができます。
　苗の定植は3月に行い、5月から収穫を始めます。露地栽培では10月頃
に収穫期を終えますが、ここでは12月まで収穫を行い、年間40トンを出
荷しています。今後は本海野の温室も利用して、定植時期をずらすことで
1年を通してトマトを出荷していく計画です。
　主力品種は、オランダ生まれの中玉品種で、糖度の高さに定評があります。
1つの房（花房）に15個ほどの花をつけますが、そのうちの半数を摘み取っ
て8個ほどの果実をつけた房に仕上げ、真っ赤な完熟の状態で収穫します。

　一般的に、水を極力与えないで栽培すると、果実内の成分濃度が高まって
甘いトマトができると言われていますが、ここでは養液栽培を行っているた
め、培養液の濃度を高めてトマトが水分を吸収しにくい状況をつくっています。
　また、トマトはゆっくりと時間をかけて熟した方がおいしくなります。こ
こでは、成長を積極的に促すような加温をせず、適宜に温室を開けてクール
ダウンし、ゆっくりとトマトを成熟させています。

　夏は紫外線が気になる季節です。紫外線を浴びて傷ついた肌
の細胞の修復を助けるためには、ビタミンＡとＣの摂取が有効
です。この両方を含むトマトを食べて夏を乗り切りましょう。
　また、みずみずしいトマトを食べると水分補給にもなります。

●本文中の問い合わせ先につきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）とさせていただきます。
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人の動き
（ 5月 １日現在）

世帯数
11,728世帯（＋17）

総人口
31,230人（−9）
男 15,414人（−9）
女 15,816人（±0）

転入	 124人
転出	 117人
出生	 17人
死亡	 33人
※カッコは前月対比

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています

その3

6月はトマト

㈱ファンチエファーム
代表取締役

関
せき

　心
しんいち

一さん（大石）

　3 回目になる今回は、市内の学校給食に使われるトマトを生産している農業生産法人の代表者に、甘
くておいしいトマトをつくる秘けつを教えていただきました。

栽培管理について教えてください

甘いトマトをつくる秘けつは？

栄養アドバイス

トマト 100g 当たりの栄養成分量
　◦エネルギー	 19kcal	 ◦ビタミンＡ	 45μg
　◦炭水化物	 4.7g	 ◦食物繊維	 1.0mg

編

集

後

記

▼
４
月
か
ら
ほ
ぼ
毎
週
の
よ
う
に
土

日
は
市
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の

取
材
を
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
あ
る

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

私
が
「
晴
れ
男
」
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
私
が
取
材
し
て
い
る
時
だ

け
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
に
支
障
を

き
た
す
よ
う
な
天
候
の
大
き
な
崩
れ

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
こ
の
２
カ
月
だ
け
運
に
恵
ま
れ
た

だ
け
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
過
去
を

振
り
返
る
と
、
や
は
り
自
分
は
「
晴

れ
男
」
で
あ
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
４
年
間
、
数
々
の
イ
ベ
ン

ト
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
き

ま
し
た
が
、
私
が
参
加
し
て
い
る
時

だ
け
は
、
天
候
の
大
き
な
崩
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
▼
こ
れ
か
ら
梅

雨
本
番
を
迎
え
ま
す
が
、
晴
れ
男
神

話
が
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
す
。（
市
報
担
当　

大
塚
）

FMとうみ 78.5MHz

毎週木曜日
◦午後 4時～
　　午後 4時 55 分

『市民情報広場』


